
　沖縄県知事選挙で玉城デニー氏が史上最高の得票を得て、安倍政権丸抱

え候補を破りました。玉城知事は沖縄県民の願いをうけて名護市の米軍新

基地建設にきっぱりノーをうったえています。

　一方岡山市では、７月豪雨の被害認定の格差について、市長は国のルー

ルにのっとって行うと言うだけです。国にモノを言えるのかで問われるの

は、被災された方に寄り添う姿勢です。これが市の被災者対応にも反映し

ているのではないでしょうか。
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関わる議案

東山斎場の利用料値上げ条例

富吉新斎場の追加工事予算

成果 ７月豪雨災害
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公費解体 公費撤去

　半壊以上の認定を受けた被災家屋等の解

体・撤去と宅地内等の土砂混じりがれきの

撤去に公費が出ます。

　自費で解体や撤去をした人にも出ます。

条件があるので市へご相談ください。

　申請は来年３月29日までです。

砂川改修５年で

　砂川の改修と樹木伐採に、国が200億円

の予算を付けることを決めました。これま

で毎年要望してきたのに対しわずかの予算

しか付けず、100年掛かると言われていま

したが、５年でできることになります。

旭川浚渫に予算

　旭川中流域の浸水原因となった河川の堆

積土砂浚渫と中洲の樹木伐採の予算がやっ

と付きます。新庄川出口に１億円、破堤し

た御津国ケ原に20億円で、１年程度で行

います。

今保に排水ポンプ前倒し

　浸水被害の出た笹ヶ瀬川西岸の今保、平

野、久米、白石、花尻に排水区を設定し、

排水ポンプ場を整備します。予算を増やし

て計画を２年前倒しし、2022年度完成を

めざします。

義援金 床下浸水にも

　全国から寄せられた義援金の配分対象に、

床下浸水も追加されました。１世帯15,000

円です。罹災証明が必要です。

市長に被災者支援策を申し入れる市議ら=7月25日

政府交渉（第１次）=7月13日

日
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７
月
６
日
の
夜
、
市
内
ほ
ぼ
全

域
に
「
避
難
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示
（
緊
急
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」
が
発

令
さ
れ
ま
し
た
が
、
近
く
の
小
学

校
や
公
民
館
、
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立
高
校
な
ど
が

開
い
て
い
な
か
っ
た
事
例
が
あ
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ま
し
た
。
避
難
所
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り
方
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き
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つ
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す
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市
長
は
、
避
難
所
や
避
難
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が
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民
に
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り
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た
と
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め
、
様
々
な
角
度
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ら
検
証
し
て
見
直
し
て
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く
と
表

明
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
避
難
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に
つ
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は
今
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も
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全
部
を
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け
る
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と
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し
な
い
と
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て
い
ま

す
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地
域
か
ら
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、
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難
所
の
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設
や
運
営
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て
ほ
し
い
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の

声
が
上
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避
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体
化
す

る
個
別
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援
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任
せ
で
、
市
と
し
て
状
況
を
把
握

し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
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し
た
。
市
は
計
画
づ
く
り
に

責
任
を
持
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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の
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や
越

流
（
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と
、
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（
内

水
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め
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内
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１
・
３
ｍ
の
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水
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半
壊
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至
ら
な
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家
が
出
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い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
被
害
の
程

度
が
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じ
で
も
受
け
ら
れ
る
支
援

に
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。
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で
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、
「
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水
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定
さ
れ
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い
た
こ
と
も
判
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し
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し
た
。
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